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　 Nowadays, based on users’historical logs on the web, personalized recommendation systems are widely used.
It is necessary to implement interactive information systems through collecting users’behavior data and conveying
personalized guidance in order to be able to keep developing the system above in our society. We have tracked user
behavior patterns between multiple vendors in an interactive forum and found some problems. This paper aims to
propose an idea of the interactive information system which utilizes Artificial Intelligence.

1. はじめに

複数の人が共有する場において，人の操作や行動履歴を大
量に収集し解析を行うことで，サービスの改善を行うことがで
きる．例えば web上では，cookie によりユーザの行動履歴を
収集し，そのデータからリアルタイムに広告などの各人に最適
化したサービスを提供されるようになっている．現実社会にお
いて同様の情報提供の仕組みを導入するためには，人の行動履
歴を収集し，解析結果をできるだけその場で有用な情報として
各人へ提供する手段が必要である．
既に行動履歴データがある場合の分析例として，ID付きの

POS データを利用した，ショッピングモールでの店舗間の顧
客の行動分析がある [村山 14]．この研究では，移動履歴と購
入履歴により顧客のクラスタリングができることが分かった．
ID付き POSデータのような分析可能なデータが無い場合，

まずデータ収集を行う必要がある．実社会における行動履歴
データ収集の例として，複数台のカメラを使用した画像解析
による人物行動の収集，分析をする監視カメラシステムがあ
る [関本 13]．これは，分析者が分析対象者をシステムに登録
する必要がなく，自由に行動を追跡できる点で有用である．し
かし，データ収集と分析だけでは，web サービスのような個
人に最適化したインタラクティブなサービスをその場で提供す
ることはできない．
我々は複数の出展者が集まり，そこに多数の来場者が回遊す

る大規模な展示会型イベントにおいて，来場者にインタラク
ティブなサービスを提供するためのシステムの研究を行ってき
た．我々が目指す展示会型イベントにおけるインタラクティブ
なサービスとは，来場者の行動や会場の混雑度などの状態によ
り，ユーザーへ提供する情報を最適化させることである．その
ために，２章で説明するように，まず小規模なイベントにおい
て，データ収集のための実験を行ってきた．そして，そこで実
験した RFIDを用いたデータ収集システムを拡張し，大規模
なイベントにおいて来場者の行動履歴により景品が貰える機能
や，各人むけの行動履歴の可視化による簡易なインタラクショ
ンを付与したシステムを開発し実験した．ここから，受付が単
一場所であること，システムへの参加の勧誘方法，データ取得
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の際の動作の飽き，システムにより生まれた混雑，システムへ
参加しない来場者の行動履歴の取得の５つの課題があることが
分かった．
本稿では，まず我々がこれまで開発してきたデータ収集シス

テムによる大規模イベント空間でのデータ収集，分析実験を通
じて明らかになった課題を示す．次にそれらの課題を解決する
ための，新たな AI応用システムを提案する．さらに提案シス
テムを用いた実際のイベントにおける実験計画についても述
べる．こうした活動を通じて，AI応用システムの社会実装と
分析，顕在化する課題を解決する新たなシステムの開発によっ
て，システムが実社会の中で学習していく循環型のイノベー
ションサイクルを実証する．

2. 現在までの取り組み

我々は，複数の人が主催者の設けた場を共有する空間におい
て 2014年より，RFIDを用いたデータ収集を行ってきた．今
までの取り組みを紹介する．

2.1 健康イベントでのデータ収集
まず，健康イベントおけるデータ収集活動について紹介す

る [本村 15]．千葉にある団地の高齢者が集まる小規模な集会
にて健康データ収集実験を行っている．集会では，血圧や肺年
齢などを測定するイベントや，食品を提供する簡単な屋台の出
展イベントを実行している．こうしたイベントに 10-15 名の
利用者が継続的に集まっている．

2.1.1 問題
しかし測定した健康に関するデータは，利用者に返される

以上には利用されていなかった．データを継続的に蓄積するこ
とができれば，経過を見たりその後に解析を行うことができ，
病気の予防などの健康サービスにつながると期待されている．

2.1.2 データ収集システム
我々は，2014年より RFIDシールを使用した ID会員カー

ドを通じて，個々人の健康データを解析可能なデータとして
収集するシステムの開発を行ってきた．参加者全員に ID会員
カードを配布し，各人の年齢・性別などの属性情報を登録して
いただいた．そして，健康測定をする毎に，この IDカードを
ID認証端末にかざすことで，測定データと IDを紐びつけて
保存する．これにより過去のデータが電子的に記録され，参加
者は過去の振り返りが容易になり，我々は健康データを蓄積す

1

The 31st Annual Conference of the Japanese Society for Artificial Intelligence, 2017

4J2-1



ることが可能となった．

2.1.3 システムの優位性
こうした IDとデータを結合させたデータ収集は，従来から

行われている．健康データであれば電子カルテのシステムが
ある．また購買データであればポイントカードのシステムや
Amazon に代表される EC サイトの会員システムが例として
上げられる．しかし，上記のシステムを実現するためには大規
模なシステム構築や多大なコストが必要であった．健康イベン
トでの実験により，ID カードと ID 認証端末を使用した小規
模な場所においても導入しやすいデータ収集システムを開発で
きた．

2.2 大規模展示会型イベントでのデータ収集，個人へ
のフィードバック

健康イベントでのデータ収集システムを，より大規模なイ
ベントへ拡張し，簡単なインタラクティブサービスを提供した
事例を紹介する．2016 年 11 月，大規模イベントの一つであ
るサイエンスアゴラ 2016[サイエンスアゴラ 16]にて，“みえ
ちゃう！タッチラリー”と称して来場者行動データ収集と来場
者行動の可視化実験を行った [近藤 16]．サイエンスアゴラと
は毎年約８千人が来場し，約 170 の団体が出展する，一般向
けの大規模な科学技術イベントである．このイベントには，未
就学児から高齢者まで幅広い年齢層の人が来場する．出展者は
科学技術に関する成果を発表する，高校生・研究者・任意団体
などである．

2.2.1 サイエンスアゴラにおける既存問題
サイエンスアゴラでは出展ブースを見学する順序が決めら

れておらず，来場者はどの展示からでもイベントに参加，離脱
ができる．さらに会場の建物が複数に分かれている．これによ
り，来場者の偏りが発生していることをイベント開催者は体感
として感じていたが，データを収集していないため偏りを実証
できず，そのため対策を打たないまま毎年開催を迎えていた．

2.2.2 システムの構成
前節の健康イベントと同様に，参加者に RFIDシールを使

用した ID カードを配り，ID 認証機能付きのタブレットやデ
ジタルサイネージ (図 2)にカードをかざしてから属性情報に
関するアンケートに答えていただく．そして来場者が展示を訪
れる毎に，カードリーダが接続された PCで構成される ID認
証端末 (図 3)にかざすことで，“いつ・だれが・どこを”訪れ
たかの行動データを取得した．そして，本データ収集システム
に来場者の参加を即す目的で，ゲーミフィケーションを付与す
るために展示への訪問数が一定に達した参加者に，最後に景品
を与える仕組みも導入した．

2.2.3 結果
今回のイベントでは，全 172展示中 62箇所が本データ収集

システムに参加していただき，４日間で 2706人分のデータを
取得することができた．図 1 に示した結果は，サイエンスア
ゴラのメイン会場 Aにおける，各展示場所における来場者の
訪問数である．星は受付で，数字は各展示の認証端末の総認証
回数，すなわち訪問数である．この結果，各展示における訪問
数が，会場の中の展示の設置場所，特に会場の壁際と内側で大
きく変化する傾向がわかった．また，別会場とメイン会場の訪
問数の差が大きいことも分かった (表 1)．そして，景品が貰え
る仕組みにより，滞在時間と訪問数に顕著な行動傾向を見るこ
とがもできた．こうしたインセンティブの設計により，来場者
の動線を制御することができる可能性が示された．

図 1: A会場の各展示ごとの総展示数

図 2: 使用したデジタルサイネージ

3. 二つの活動から抽出された問題点

前節の経験から，RFID を用いた大規模イベントにおける
データ収集，インタラクティブなサービス提供に関する問題点
を紹介する．

3.1 受付における問題
大規模なイベントでは，入り口が複数あり同時にたくさん

の人が入場するため，来場者が自由にシステムへの参加を決め
る場合が多いと考えられる．サイエンスアゴラでは，システム
参加のために必須である受付において，３つの課題があった．

3.1.1 受付操作時のインタフェース
受付では，RFIDつきカードを配り，タブレットまたはサイ

ネージなどの ID認証端末で IDを認証してから，属性情報に
関するアンケートに回答してもらっていた．しかし，入力の際，

図 3: 各展示に設置した ID認証端末の例
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表 1: 会場による人数差
A会場のみ訪問 A会場以外も訪問

人数 1289 410

参加者が操作に戸惑ったり，回答項目を忘れる場合があり，多
くの場合説明員が入力を補助する必要があった．そのため，受
付にかかる負担が想定外に大きくなってしまい，混雑の原因に
もなった．

3.1.2 受付設置場所
受付端末の設置場所はサイエンスアゴラのメイン会場の，一

番大きな入口近くの特設ブースにて，３台のタブレット端末
と，２台のデジタルサイネージで行っていた．健康イベントは
小規模のため全ての人に受付をしてもらうことができたが，サ
イエンスアゴラは来場者が大人数であり，また複数の会場から
も入場できるため来場者全員のシステムへの参加が困難であっ
た．そのため，展示を見終わった後に我々のシステムを知った
来場者が，システムへ参加できないという問題も生じた．

3.1.3 参加者の呼び込み
サイエンスアゴラの受付では，来場者に対して説明員が直

接働きかけて受付をお願いした場合が大半であり，受付端末の
設置とその説明パネルの設置のみでは，多くの来場者はシステ
ムへ参加をしなかった．そのため，説明員が興味を持っていそ
うな来場者をみつけ，直接話しかけて呼び込みを行っていた．
しかし，説明員の疲労やコストの問題から，できるだけ説明員
を少なく運営できることが望ましい．

3.2 システムへの飽きによる離脱問題
行動履歴データを収集するために，各展示において IDカー

ドをかざしてもらった．その際，認証が成功したサインを画面
に表示するようにしていた．しかし，その動作を訪問先で繰り
返す間に，システムへの飽きが観察された．入場から退場まで
の抜けが無いデータを取得するためには，IDカードをかざし
た際に飽きが来ないインタラクションの設計が求まれる．

3.3 システムにより発生する混雑
来場者のシステムへの参加を促し，途中での離脱を防ぐため

に，行動履歴に応じて景品として飲料を渡していた．その際，
いままでの行動履歴の可視化と飲料提供を同時に行っていた．
行動履歴の可視化により，来場者自らが訪問し忘れに気づき見
に行くという行動変容が観測できたが，長蛇の列を発生させて
しまった．

3.4 非参加者の行動履歴データ
これらの様々な施策を講じた場合でも，本イベントを通じた

目標である全ての来場者を参加させることは困難である．そ
のため，大まかな来場者全体の行動を把握できる RFID付き
IDカードを使用る方法以外のシステムによるデータ取得方法
も検討する必要もある．

4. 大規模イベントにおける情報収集・インタ
ラクティブシステムの提案

３章で述べた問題点を踏まえて，大規模イベントにおける
効果的なデータ収集手法とそれを利用したインタラクティブシ
ステムを提案する．改善のために，ユーザインタラクション，
センサ活用，ロボット活用，AI活用に着目した．

図 4: センサとロボットを取り付けたサイネージの例．黒い箱
がセンサである Kinect．

4.1 自由な参加・離脱を前提としたシステムの設計
大規模なイベントでは，イベント自体への参加及び退場す

るタイミングと場所が，自由である場合が多い．そのため，そ
こでのデータ収集とシステムへの参加と離脱も自由に行えるよ
うに設計する．例えば，受付の設置場所に関して，受付機能を
各展示に設置している認証端末に付与したり，景品の提供や可
視化情報を提示する端末を随所に設置する．これにより，シス
テムによる発生する混雑にも対応できる．設置場所を増やすこ
とで説明員無しの設置場所が増えるため，年齢によりシステム
が操作時のインタフェースを変化させるなどの工夫も必要であ
る．その他にも，途中参加，離脱を前提として未取得データの
補完や退場の自動判定などのデータ処理における工夫を行う．

4.2 呼び込みのためのセンサ・ロボットの活用
システムへの参加を働きかけるために，現状参加者の呼び

込みが必要であった．そこで説明員がいない場所での呼び込
みにはサイネージの上に取り付けたセンサとロボットを活用
する．センサには，最大同時６人までの人間のジェスチャを認
識することができるセンサとしてKinect[Kinect 14]を使用す
る．センサにより人の存在を検知すると，説明員が来場者に声
をかけるように，デジタルサイネージから来場者に呼びかけを
行う．さらに，サイネージに小型ロボットを取り付けセンサと
連動して動作することで積極的な呼び込みを行える．図 4 に
ロボットとセンサを取り付けたサイネージの例を示す．現在ロ
ボットをきっかけにして，商品に興味を持つことがわかってい
る [山本 14]．ロボットの存在感を利用することで，サイネー
ジだけではひきつけられなかった来場者の参加を促すことがで
きると考えている．

4.3 AIを活用した各展示におけるサービスの提供
システムの飽きによる離脱問題を解決するために，現状のシ

ステムにおける ID認証端末に IDカードかざしたときの端末
の反応を工夫することで，来場者個人に向けてサービスを提供
し参加者の参加意識を高めることが期待できる．例えば，おす
すめの展示の紹介といった AIを活用する方法が考えられる．
サイエンスアゴラにおける実験では，1,2時間の滞在時間の

うち，5-7箇所を訪問する参加者が多かった．訪問する度に情
報の表示ができれば，15-20分間隔で直接情報を伝えることが
できる．実験での景品交換場所での行動履歴の表示により，見
逃した展示を発見しそこを訪問しにいくという，行動変容も観
察された．このことから，行動履歴から興味を持つ確率が高い
展示を分析，提示するだけでなく，混雑状況や時間に限定した
講演会などの情報を加味し，提供する情報をインタラクティブ
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に変更することで，来場者の行動の制御を緩やかに行うことが
できると考えられる．
また AIを活用することにより，その場での来場者へ特化し

た情報の提示だけではなく，イベント全体への評価を行うこと
ができる．例えば，取得した全来場者のデータより構築したモ
デルから，特定の来場者の行動を推論する．推論した行動と，
実際の行動履歴データと比較することで，システムからの離脱
者などを定量的に評価することができる．
そしてデジタルサイネージを利用した，展示以外の共有ス

ペースに設置する電子案内板を設置し，そこでも ID認証によ
り上記の情報が提供されるようにする．各展示における表示で
は画面が小さく，また展示を見学する最中であるため閲覧に時
間をかけることができない．常に地図やブース状況を提示し，
認証により個人に特化した情報が提供されれば，イベント全体
の情報提供のハブとなることができる．そして来場者が情報を
見るために電子案内板に IDカードをかざすことで，我々が展
示場所以外の場所で情報収集することも可能となる．
更に，非参加者の行動データを取得するために，サイネージ

に Kinectセンサを取り付ける．センサによりサイネージの前
を通過する人数を測定することで，大まかな来場者全体の情報
を取得することができる．

5. まとめ

我々は RFIDシールを用いた IDカードと，ID認証端末を
使用した低コストなデータ収集システムを開発，活用実験を
行ってきた．その中で，１つの空間に複数の展示が出展し，多
数の来場者が自由に回遊する大規模なイベントでデータ収集
実験を行った．そこでは，来場者の行動が定量的にわからない
ためイベントの運用に対して明確な改善ができておらず，デー
タ取得により問題の顕在化ができた．この実験から，大規模イ
ベントにおける来場者行動データ取得に，来場者の参加に関す
る課題があることが分かった．そこで，効果的な人の行動履歴
情報収集のために，センサ活用，ロボット活用，AI活用に着
目したインタラクティブなサービスを提供できるシステムの提
案をした．提案したシステムは，次年度のサイエンスアゴラ，
またいくつかのイベントでの実験が決まっており，実験，改良
を行っていく予定である．
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